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月 日（金） 年（令和 年）

第７７回関東公立高等学校事務職員研究大会群馬大会

令和７年５月３０日、群馬県高崎にて「第 回関東公立高等学校事務職員研究大会並びに総会」
が開催されました。研究大会全体の参加者は１６７名、千葉県からは２５名が参加しました。大
会は、学校事務の諸問題と研究統一テーマ「教育の発展と学校事務の充実をめざして」を主題に、
研究発表とグループ討議が行われました。

研究
発表

第１分科会では、群馬県「情報セキュリティ
の提言～学校現場に特化した情報セキュリティ
の基礎～」と茨城県「はじめての公有財産事務」が、
第 分科会では、埼玉県「学校事務職員として抱えて

いるストレスとどう向き合うか」と千葉県の つの研究が発表
されました。

千葉県
発表

今年度の定期総会で発表した「研究大会のあり方
について～これからどうする？今何が必要か～」
を研究企画特別委員会より発表しました。
『今求められている、新しい研究』について、
令和５年度をもって一区切りとした千葉県での研究大会とそ
の経緯に現状の考察と問題点を加え提案する内容でした。ま
た、発表の最後には『関東大会を隔年開催とし、合間の年に
研修会や意見交換会等の都県を超えて「横の繋がり」を構築
する機会を設けてはどうか』という、千葉県内にとどまらな
い切り込んだ提案を行いました。
他県が実務に直結するマニュアルや対処法等の研究発表を

する中、『研究大会のあり方』という付帯業務にフォーカス
した異色の発表となりましたが、革新的かつ挑戦的な一歩を
踏み出した、大きな意味のある発表となりました。

～千葉県発表者の皆さん～
伊藤さん我孫子特支

高濱さん木更津高 川島さん佐原高

ー
グ
ル
ー
プ
討
議
ー

「学校事務職員だからできること～事務職員の楽しさについて語ろう～」では、各県の参加者が、
２２のグループに分かれ、表題について討議を行いました。仕事に対する思いや、他県の状況を知る
ことができ、たいへん有意義な交流となりました。以下にそこで出た意見等をいくつかご紹介します。
仕事に対するマインドの持ち方や業務改善のきっかけになれば幸いです。

◆共通議題１◆
「事務職員になってよかったこと」
生徒に関わる喜び

・生徒の笑顔が見られる、成長が見守れる
・生徒のためになる仕事ができる
感謝されるやりがい

・ありがとうの言葉をもらえる
・自分が学生の頃にお世話になっていた人へ
の恩返しのような気持ちで仕事ができる
学校運営に貢献できる満足感

・学校のために内側から活動ができる
・自分の仕事の成果や結果が目に見える
人とのつながり

・つながりができる、多くの人と接すること
ができる
・学生や先生など多くの価値観を学べる
生活の充実

・ワークライフバランスが充実している
（休みがとりやすい）

◆共通議題２◆
「事務職員だからできる（できた）こと」
学校運営に関わる役割

・学校運営のキーになることができる
・エアコン導入等の学校環境改善ができる
・外壁工事やトイレ改修工事等を担当できた
生徒を支える仕事

・就職面接や生徒の公務員になる目標を助け
られる
専門的なスキルの習得

・ スキルの習得
・規則や法律等社会の仕組みに詳しくなれる
学校ならではの体験

・屋上や体育館天井裏など、普段いけない場
所に行ける
自己成長と生活への影響

・簡単な修理が出来るようになった
・文書をよく読むようになり、自分の成長を
感じられた

関東大会記事作成者 東葛飾中学校 大嶋 けい



「形式から実践へ 研究大会の新たな一歩」

松戸六実高等学校 主事 森島 滉介

令
和
七
年
五
月
三
十
日
、
群
馬
県

高
崎
市
の
エ
テ
ル
ナ
高
崎
で
開
催
さ

れ
た
第
七
十
七
回
関
東
公
立
高
等
学

校
事
務
職
員
研
究
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
午
前
中
は
第
二
分
科
会
に
参

加
し
、
埼
玉
県
と
千
葉
県
の
研
究
発

表
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
埼
玉
県
の

テ
ー
マ
は
「
学
校
事
務
職
員
と
し
て

抱
え
て
い
る
ス
ト
レ
ス
と
ど
う
向
き

合
う
か
」
で
し
た
。
学
校
事
務
職
員

は
、
多
様
な
立
場
の
人
と
関
わ
る
機

会
が
多
く
、
人
間
関
係
に
起
因
す
る

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
や
す
い
職
種
で
す
。

発
表
で
は
、
そ
う
し
た
ス
ト
レ
ス

に
向
き
合
う
た
め
の
具
体
的
な
対
処

法
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も

印
象
に
残
っ
た
の
は
「
コ
ー
ピ
ン
グ

マ
ン
ト
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
で
す
。

こ
れ
は
、
困
難
な
状
況
に
直
面
し
た

と
き
に
、
自
分
を
落
ち
着
か
せ
る
た

め
の
言
葉
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お

き
、
そ
れ
を
心
の
中
で
唱
え
る
と
い

う
方
法
で
す
。
た
と
え
ば
、
誰
か
に

き
つ
い
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
と
き
に

「
な
ん
と
か
な
る
」
「
ま
あ
い
っ

か
」
と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
を
思
い
出

す
こ
と
で
、
気
持
ち
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
日
常
の
業
務
の
中
で

も
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
手
軽
さ
が
魅

力
で
、
私
自
身
も
取
り
入
れ
て
み
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。

続
い
て
千
葉
県
の
発
表
で
は
、
柏

特
別
支
援
学
校
の
伊
藤
さ
ん
、
佐
原

高
校
の
川
島
さ
ん
、
木
更
津
高
校
の

高
濵
さ
ん
が
登
壇
し
、
「
研
究
大
会

の
在
り
方
に
つ
い
て
～
こ
れ
か
ら
ど

う
す
る
？
今
何
が
必
要
か
～
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
の
千
葉
県
研
究
大
会
を

も
っ
て
従
来
の
形
式
は
一
区
切
り
を

迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
大
会
は
、
多
忙
な
業

務
と
並
行
し
て
準
備
・
運
営
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
研
究
担
当
者
だ
け

で
な
く
送
り
出
す
学
校
に
も
大
き
な

負
担
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
「
事
務
職
員
の
資
質
向
上
」

や
「
学
校
事
務
の
充
実
」
と
い
っ
た

本
来
の
目
的
が
薄
れ
、
「
研
究
大
会

の
た
め
の
作
業
」
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
現
状
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、

今
後
は
希
望
者
が
自
主
的
に
研
究
を

進
め
、
そ
の
成
果
を
県
全
体
で
発
表

す
る
新
た
な
ス
タ
イ
ル
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
勤
務
校
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

実
務
に
直
結
す
る
研
究
の
推
進
や
職

員
間
の
交
流
促
進
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟

で
実
効
的
な
研
究
を
進
め
て
い
く
姿

勢
は
、
学
校
事
務
の
未
来
に
大
き
な

可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

午
後
は
五
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
「
事
務
職
員
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
こ
と
」
「
事
務
職
員
だ
か
ら

で
き
た
（
で
き
る
）
こ
と
」
の
二
つ

の
テ
ー
マ
で
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

「
事
務
職
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た

こ
と
」
と
し
て
多
く
挙
が
っ
た
の
は
、

勤
務
時
間
が
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
や

す
い
点
で
す
。
定
時
退
勤
の
日
が
多

く
、
仕
事
終
わ
り
に
ゆ
と
り
を
持
て

る
、
休
日
を
し
っ
か
り
休
め
る
と
い

う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
繁

忙
期
に
は
会
計
や
書
類
業
務
が
重
な

り
残
業
も
発
生
し
ま
す
が
、
休
暇
を

取
り
や
す
い
点
は
大
き
な
利
点
と
い

え
ま
す
。

ま
た
、
学
校
と
い

う
環
境
で
四
季
の
移

ろ
い
を
行
事
や
風
景

を
通
じ
て
感
じ
ら
れ

る
と
い
う
意
見
も
印

象
的
で
し
た
。

「
事
務
職
員
だ
か

ら
で
き
た
こ
と
」
で

は
、
校
内
に
自
由
に

出
入
り
で
き
る
立
場

を
活
か
し
、
生
徒
の

知
ら
な
い
学
校
の
裏

側
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
点
や
、
書
類
業

務
を
通
じ
て
進
路
実

現
に
間
接
的
に
関
わ

れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
一
枚
一
枚

の
書
類
が
生
徒
の
未

来
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
感
じ
る
こ
と
で

責
任
と
や
り
が
い
を

強
く
実
感
し
て
い
る

と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

私
の
グ
ル
ー
プ
は

討
議
の
時
間
に
余
裕

が
あ
っ
た
た
め
、
追

加
で
「
職
場
の
人
間

関
係
」
に
つ
い
て
も

意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
事
務
職
員
の

業
務
は
教
職
員
や
他

の
職
員
と
の
連
携
が

多
く
、
日
々
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
や
気
遣
い
が
職
場

の
雰
囲
気
を
和
ら
げ
協
力
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
つ
な
が
る
と
い
う
意
見
が
印
象
的
で

し
た
。
人
間
関
係
は
業
務
の
効
率
だ
け
で
な

く
、
働
く
人
の
心
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。
に
ぎ
や
か
で
な
く
て
も
、
自
然
と
会

話
が
生
ま
れ
、
笑
顔
で
い
ら
れ
る
職
場
は
ス

ト
レ
ス
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

今
回
の
大
会
を
通
じ
て
、
事
務
職
員
と
し

て
の
や
り
が
い
や
職
場
環
境
の
大
切
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
日
々
の
業
務
に
丁
寧

に
向
き
合
い
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
謙
虚
な
姿

勢
で
成
長
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

参加者レポート ～私はこう感じました～

グループ討議の様子



第７７回全国公立高等学校事務職員研究大会香川大会
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次のページで特集！






